
　　

思いやりのある心豊かな集団づくり　　　　　

　　　　　　　　　　　　　（数値指標）

児

童

教

職

員

保

・

地

あいさつ・言葉遣い　 　　　 　　（９０％） ○ △ △

互いを思いやる行動　　　　　　　（９０％） ○ ○ ○

自分のよいところ・とくいなこと　（８５％） ○ ○ ○

楽しく学校に登校　　　　　　　　（９０％） ○ ○ ○

平成３０年２月２２日

－ 第１１号 －

野木町立野木小学校長

生 沼 房 子

第２回学校評価結果をお知らせします

本校では、学校教育目標を達成するために４

つの努力点で１６の重点項目を設け、数値指標

を掲げて教育活動に取り組んでいます。その評

価は年に２回実施し、第１回（７月：児童と教

職員による自己評価）の結果は野木小だより第

５号でお知らせしたとおりです。

今回は第２回にあたり、児童、教職員に加え

保護者と地域の皆様にご協力いただきました。

保護者の皆様にはすでに詳細な結果をご報告し

ましたが、地域の皆様にもこの紙面で簡単にご

報告させていただきます。

※以下の表では、各設問４段階の回答のうち「よくあて

はまる」「ややあてはまる」を選んだ人の割合が数値指

標を達成できれば○、達成できなければ△としました。

【努力点１】行動しよう 《つよく》

【努力点４】つながろう 《連携》

【努力点３】深めよう 《いきいきと》

学校においては休み時間等に教師からの働きか
けで外遊びをする姿が多く見られました。栄養教
諭を講師とした食育の充実により、給食において
好き嫌いをなくそうという意欲が高まっていま
す。家庭や地域においても遊びや運動、食事や生
活習慣づくりの推進のため、１月より「パワフル
健康カード」の活用を始めました。保護者の皆さ
んとの協力体制を大切にしていきます。
安全面では、交通安全・避難訓練ともに工夫し

た取組をしていきたいと思います。

あいさつ・言葉遣いに関する教職員・保護者地
域の方の評価以外は全て指標を達成しました。
あいさつについては教職員の評価も昨年度より

下がっています。保護者による声掛けボランティ
アの反省でも、あいさつができていないことがう
かがえます。児童会によるあいさつ運動や全教職
員での働きかけなど、工夫改善を図ります。
その他の項目については、よい状態と言えます。

引き続き子どもたちが楽しく登校できるような学
校づくりを推進します。

【努力点２】見つけよう 《あかるく》

連絡帳に書く一行日記により、書く習慣は身に
付いてきました。内容についても指導しながら、
表現力･思考力の育成を目指して継続していきま
す。
読書について、学校では朝の読書や読書週間に

おける働きかけ等で本に親しむ習慣が身に付いて
きています。家庭では様々な要因で本に親しめて
いない状況にあると思われます。家読について、
図書館だよりや家読カードを活用して呼びかけて
いきますので、ぜひお子さんと一緒に読書を楽し
んでいただきたいと思います。

子どもたちは多くのボランティアの方との関わ
りを通して、学習の幅を広げ深めることができま
した。ご協力ありがとうございました。
学校のことを家の人に話す児童の割合は、昨年

度より下がりました。一行日記や連絡帳、各種た
よりを親子の会話のきっかけにしていただければ
と思います。
時と場合に応じた言葉遣いについては、引き続

き小中連携を意識して取り組んでいきます。
今後とも様々な連携を進め「地域とともにある

学校」の推進を図っていきたいと考えています。

　

分かる授業を通した確かな学力の保障　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　（数値指標）

児

童

教

職

員

保

・

地

自分の思いを一行日記に書く 　 　（７０％） ○ ○ ○

家庭学習（宿題･自主学習）　　　 （８０％） ○ ○ ○

読書　　　　　　　　　　　　　　（８０％） ○ ○ △

授業の内容を理解  　　　　　　　（８０％） ○ ○ ○

　　

心身ともにたくましい子どもの育成　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　（数値指標）

児

童

教

職

員

保

・

地

からだを使った遊びや運動  　　　（９０％） ○ ○ △

好き嫌いしないで食事　　　　　　（９０％） ○ ○ △

うがい･手洗い･歯みがき　　　　　（９０％） ○ ○ △

安全な生活（交通安全・避難訓練）（１00％） ○ ○ △

家庭や地域、関係諸機関との連携による開かれ

た学校づくりの推進　　

　　　　　　　　　　　　　　　（数値指標）

児

童

教

職

員

保

・

地

各種たより、連絡帳 　　　　 　　（９０％） ○ ○ ○

保護者や地域の方との学習　　　　（９５％） △ ○ ○

家の人に学校のことを話す　　　　（９５％） △ ○ ○

町小中スタンダード（言葉遣い） 　(９０％) ○ ○ △



地域の皆様からのご意見・ご提案 今年度最後の授業参観・懇談会

ありがとうございました 午前中は体育館でＰＴＡソフトバレー大会が開

今回の学校評価自由記入欄には、地域の皆様 かれ、楽しく汗をかきながら親睦が図られました。

からのご意見も多数寄せられました。 その後４年生親子給食、

特に感銘を受けたのは、教職員への「地域の ５校時授業参観、登校班保

誇り・子どもたちの笑顔に支えられた野木小学 護者会、学級懇談会と続き

校をよろしくお願いします。」というお言葉です。 ました。お忙しい中のご参

私たち教職員から地域の皆様に向けて何かと 加ありがとうございます。

お願いすることが多いものですが、逆にこうし ４年生は二分の一成人式での作文発表、６年生

てお願いされるとは、まさに来年度から始まる は卒業を控えた今考えることについて、資料を提

コミュニティスクールの理念のとおり、学校は 示しながらのスピーチをしました。一人一人が緊

地域とともにあるのだと感じました。 張しながら大勢を前に表現できました。他の学年

野木小学校を愛す も道徳や学活などの授業を見ていただきました。

る気持ちは、私たち 授業中のお子さんの様子はいかがでしたか。家

教職員も負けてはい に帰ってどんな言葉をかけてもらうか、だれもが

ないと自負しており ドキドキしています。たとえ目立った活躍はでき

ます。しかし教職員 なくても、頑張った姿を親から認めてもらえると

の大多数が他地域か 安心するものです。日本人は我が子を褒めること

ら通う身であり異動も避けられません。こうし を照れくさいと思う人が多いそうですが、温かい

て地域の方々が温かく野木小を、子どもたちを 言葉を、まるでシャワーのように存分に注いで大

見守ってくださることを深く受け止め、日々の 切なお子さんを伸ばしていきましょう。

教育活動を推進していきたいと思います。

※お寄せいただいたご意見等を一部ご紹介します。 ３学期も学外の先生方から学びました

【３，４年 算数（そろばん）】

学校近くの珠算講師、並木先生に毎年教えに来

ていただいています。３日間にわたって楽しく基

礎を学びました。

【全学年 体育（サッカー）】

本校出身の根岸先生

に、今年もまた指導し

ていただきました。も

う１７年ほど続けて来

られているとのこと。

ボールを扱う技能のみ

ならず、作戦を考えながら子どもたちがこれから

生きていく上で必要な力についても熱いメッセー

ジを伝えてくれました。「ようこそ先輩」という

テレビ番組を見ているような、素敵な一日でした。

今年も交通安全のお守りをいただきました。

野木の小川様から、児童職員全員分の手作りの

お守りをいただきました。我が子を交通事故で亡

くされた経験から、毎年一つ一つ祈りをこめて折

ってくださっているそうです。その思いを子ども

たちにも伝えました。ありがとうございました。

〈ご意見〉
・通勤時にすれ違うときにあいさつしてくれてな
んとなくうれしい気持ちになる。今後も伸ばし
ていってほしい。

・これからも子どもたちが安全に登下校できるよ
う、地域住民としても協力する。

・野木小の子どもたちはあいさつのできるのびの
びした子どもたちだといつも思う。これからも
地域の一員として見守っていきたい。

・友達と遊ぶことや行動することが楽しくてしか
たない感じは見ていてほほえましく、子どもた
ちの活力をぜひ地域の方々と交えながら育んで
もらい、野木大好きな子でいっぱいにしてほし
い。

・児童の安全を考えると現状のパトロール隊が児
童に付き添うのがベストと思われる。不審者は
いつ児童をねらうか分からない。まして茨城と
の県境なので、この体勢が続くことを願う。

〈ご提案〉
・なかなか学校の門はくぐりにくいので、地域住
民の参観日のような開放日を設定しては？
→運動会や野木小っ子祭り、演劇鑑賞会、学校
公開日などに、どうぞ足を運んでください。
招待状がなくても、地域の方でしたら大歓迎
です。受付でお声かけください。

・地域の清掃活動を時々目にするが、地域を慈し
む心が育まれ、大人との交流も増えると考える。
より発展した形で地域の人々と一緒に行える方
策を考えては？
→小中合同クリーン活動や参道落ち葉掃きなど
の際に呼びかけたいと思います。




